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令和６年度「学校評価アンケート（保護者）」結果と改善に向けて 

 

 長年、本格的に行ってこなかった「学校評価アンケート（保護者）」を令和７年３月

から４月（始業式の前まで）にかけて実施しました。学校の抱える諸課題を洗い出し

学校をよりよい方向に導きたいとの考えから実施したものです。有効回答数から算出

した回答率は 57％でしたが、回答の内容から教育活動に関心をお寄せいただいてい

ることが分かり教職員一同改善に向けて取り組んでいきたいと思いを新たにしてお

ります。以下に学校評価アンケート（保護者）の結果と分析を掲載いたします。なお、

今回は実施時期と生徒の在籍数から鑑み、校種別（中学校・高等学校）での集計は行

わず、全体を１母集団として集計いたしました。 

 

 

１ 実施方法 

実施の旨を記した用紙を生徒に渡し保護者へ手渡すほか、直接郵送にて全保護

者に送付（韓国については別途各家庭あてにメールにて送信）し、その用紙に記

載された QR コードを読み取っていただき、質問に回答していただく方法で行い

ました。調査対象は中学校１年から高等学校２学年までの保護者といたしました。

実施時期が３月にずれ込んでしまったため卒業学年は対象より外しました。しか

し、実施時期から新学年として回答された保護者が全回答者の 17.6%に登ったこ

とから、今回の分析については総数のみでの公表といたしました。この時期と方

法について考慮すべきであったことが、まさに次年度への課題となりました。 

 

２ 質問項目および回答方法 

  質問は 30 項目を設定し、 

「そう思う」 

「だいたいそう思う」 

「あまりそう思わない」 

「そう思わない」 

「わからない」 

の五つの選択肢から一つを選択する形式により グーグルフォームで回答いた

だく方法で行いました。質問内容と質問ごとの割合は以下に掲載するとおりです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 結果概要 

   本概要については保護者アンケートの結果についてのものであり、生徒のアン 

ケートの結果については別途集計結果を公開いたします。 

保護者アンケートについては 30 項目中 25 項目で「そう思う」「だいたいそう

思う」（以下「肯定的評価」）の回答が 70％を超えています。有効回答率が 57％

であることから本校の教育活動に関心をお持ちいただいている方による肯定的

評価であると考えることができ、一定の評価をいただいているものと考えます。 

肯定的評価が 85％を超えている項目は 10 項目あり、その中の「１．お子さん

は学校が楽しいと感じていると思いますか」については 88%の保護者が肯定的な

評価をしています。これは生徒たちが各家庭において学校でのようすを肯定的に

話していると捉えることができ、大変ありがたいことだと思います。この評価が

続くように教職員一同気を引き締めて教育活動に邁進して参ります。 

しかしながら、この肯定的評価は項目 11 までの生徒本人に関するものについ



ての回答が多く、その後に続く 19 項目の学校側の指導体制、設備、指導内容等

に関する質問では肯定的評価を得られたのはわずか４項目に過ぎません。 

そこで「あまりそう思わない」「そう思わない」の比率の高かった項目（以下

「否定的評価」）に目を向けると「10 青丘学院生は部活動（その他の活動）に

積極的に取り組んでいると思いますか」の項目では否定的評価の回答が 35.3%に

及んでいます。これは本校が進学校を標榜し、7 時間授業を導入しているためこ

のような結果になったものだと考えます。また、生徒の総数が少ないことから多

方面の活動には制約が出ることを考えると、やむを得ない面があるとは言え、今

後は生徒増に向けての更なる取り組みが必要であることを感じます。 

さらに「23. 青丘学院は学習の内容や進度などを、懇談や学年通信等によって

適切に知らせていると思いますか」についても否定的評価が 35.3%に及んでいま

す。本校の通信手段、ハード、ソフト両面の脆弱性については認識しているとこ

ろです。現在のところ本校は全学年 1 クラス体制で運営がなされているため、各

学年からの通信は担任による依存度が大きくなっています。各担任の文化・言語

的背景の差異により、意志疎通が十分でない面があることも承知しています。こ

れらの問題点を早期に改善させるべく、学校全体の問題として取り組んで参りま

す。 

まとめとして、令和６（2024）年度の結果を概観しますと、保護者の皆さまか

らは概ね高い評価を得ており、生徒は本校の教育活動を理解し満足した学校生活

を送っていると考えます。 

しかし、今回の保護者アンケートの回答率が 100%ではないことから、回答を

いただけなかった保護者の思いもくみ取らなければならないとも思います。 

今後はより一層個々の生徒に適した助言や指導を行う確かな教育力を教員が

向上させるよう各自が率先して修養に努めなければならないと考えます。 

今後も教育目標の実現、進路実現に向けての実践を深め、保護者とも一層の連

携と情報共有を図りながら、日々教育に邁進してまいります。 

 

 

   

  


